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１ 　はじめに
　次期学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の
推進が求められている。このうち、深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせる
ことが重要になるとされている。では算数科の授業のなかで「数学的な見方・考え方」
を働かすとはどういうことか、実際に体験活動を通して児童に着目させるべき点や授
業の展開等を検討する。
２ 　速さについて
（ １ ）速さ単元について
　速さは平成３1年度から第 5 学年の単位量当たりの大きさに追加される。速さは異種
の二量の割合であり、距離と時間の異なった種類の二量の関係で速い、遅い、を表し
ている。それまで児童が触れてきた量は長さ、かさ、広さ、重さなどぱっと目で見て、
触れて、大きさがわかる量である。しかし異種の二量の割合はぱっと目で見てすぐに
判断できる量ではない。このため児童には理解が難しく、割合と並んで難単元だとい
われている。
（ ２ ）豆ひろいゲームについて
　学校のなかで、児童の生活の様子をよく見つめていると、校庭や階段で駆け回り、
掃除の床の雑巾がけでは競争をし、給食の食べる速さに驚くなど、児童は実に多くの
速さ比べをしていることに気づく。本実践はこの児童が本来もつ「速さを比べたい」
という意欲に働きかけて、速さを理解させることを目的としている。
　豆ひろいゲームは、皿に入っている豆を一つ箸でつかみ、もう一つの空の皿に移す
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という遊びだ。豆を移す速さを競うゲームである。この遊びを速さ単元の導入に行い、
速さの素地指導とした。
［豆ひろいゲームで用意するもの］
　大豆　　　　　　　…　適量（200～３00g）　※好みにより小豆、黒大豆でも可
　小皿　　　　　　　…　 ４ 人グループにつき 2 枚
　箸　　　　　　　　…　 ４ 人グループにつき 1 膳
　ストップウォッチ　…　 ４ 人グループにつき 1 個
［豆ひろいゲームのルールとしかけ　 １］
第 1 回戦「豆15個を何秒でひろえるか？で勝負」
①　小皿に豆15個を予め入れておき、15個全てをもう一つの皿に移せた時間を計る。
②　①をグループ全員が実施し、一番速い人を勝利者として報告する。
③　各グループの勝者を黒板に記録し、クラスでの一番を決定する。
　豆ひろいゲームで扱う速さは作業量である。作業量で表せる速さはコピー機、印刷
機など作業の結果が印刷された紙等の量として表される速さである。第 1 回戦目は作
業量としての豆を固定して、一定の作業を終えるために必要だった時間の短さを競
う。グループ全員が同じ15個の豆の移動で競ったとき、一番速いとは何によって決ま
るのか、児童は自然に表現するだろう。つまり、同じ作業量であれば時間の短いもの
が速いとされるのである。これは50ｍ走に代表される、児童が日頃慣れ親しんでいる
速さである。豆ひろいであれば作業量を揃えた場合、50ｍ走であれば距離を50ｍに揃
えた場合、もう一つの量である時間が短い、少ない方が速いのである。異種の二量の
うちの一つの量を揃えたとき、もう一つの量の大きさで速い、遅いが決まるのである。
　「数学的な見方・考え方」を働かせるために、児童には敢えて一番速い基準は与え
ていない。この第一回戦目は、児童は日頃慣れ親しんでいる感覚によって一番速いの
が誰かわかるからである。各グループの勝者を黒板に並べてクラスの勝者を決める場
面では、一番速いのは何を根拠にしているか問うことで、「移動にかかった時間が短
い、少ないから一番速い」ということを明記しておく。
［豆ひろいゲームのルールとしかけ　 ２］
第 2 回戦「 1 分（３0秒）で豆を何個でひろえるか？で勝負」
①　 小皿に豆３0個程度を入れておき、 1 分（３0秒）でもう一つの皿に移せた豆の個数
を数える。
②　①をグループ全員が実施し、一番速い人を勝利者として報告する。
③　各グループの勝者を黒板に記録し、クラスでの一番を決定する。
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　ゲームの流れは先程と同じであるが、競う内容が変わる。第 2 回戦目は時間を固定
して、作業量の多さで競う。グループ全員が同じ時間で移動する豆の数を競ったと
き、児童のなかでは速さそのものではなく、結果としての豆の数の多さを比べている
ことが想定できる。同じ時間で揃えた場合、豆を速く移動させたから豆が多い→一番
速いと二段階で速さを理解していることになる。そのため、児童はわかりにくいと感
じるようだ。しかし、私たちが日常使っている速さの単位は時速や秒速である。この
時速や秒速で表される速さは時間当たりの距離であり、距離の大きさで速さを表して
いる。従って、この同じ時間で揃えた場合の速さは、児童に馴染みのないものである
からこそ、児童の生活のなかから意識化する必要がある。
　第一回戦目と同様、「数学的な見方・考え方」を働かせるために、児童には敢えて
一番速い基準は与えていない。第二回戦目は、児童は一番多く豆を移動させた人を勝
者に挙げる。各グループの勝者を黒板に並べてクラスの勝者を決める場面では、「移
動した豆が多い方が速い」と明記し、第一回戦目の「移動にかかった時間が短い、少
ないから一番速い」と比べて見ることで、異種の二量の何を揃えて、何の量で比べて
いるのかを明確にする。速さの二つの捉え方を押さえるのである。
（ 3 ）日常にある速さの比べ方を見直す
　豆ひろいゲームを通して速さの二つの捉え方を押さえたあと、日常にある速さの比
べ方は果たして時間を揃えて比べているのか、作業量や距離を揃えて比べているのか
捉え直す活動を行う。普段何気なく行っていた日常にある速さ比べを、異種の二量の
割合としての速さで見直すのである。今まで見えなかったものが見えてくる瞬間であ
る。
　筆者の実践では、児童から、時計、競馬、水泳、持久走大会、テストを終える速さ
などの例が挙げられた。一つ一つどちらの比べ方か検討する。
　競馬、水泳の25ｍ競技は、距離を揃えて時間（タイム）が短いことで速さを競って
いることから、豆15個と同じ比べ方だとされた。持久走大会では何人かの意見がかみ
合わず、どういうことかと整理すると、本校では中学年は ３ 分間の周回（何周走った
か）で競い、高学年はトラック ６ 周のタイムで競う。学年により速さの比べ方が違う
ことがわかった。時間当たりの作業量の比べ方は「たとえば、漢字の50問テストをす
るじゃないですか。始めてから 5 分経ったときに何問解けているかで速さが違います
よね」というテストを終える速さについての児童の話に納得している子は多かった。
また、独自の見方をしていたのは時計の長針、短針の進み方についてで、同じ 1 時間
であったら、短針は３0°進み、長針は３６0°進むから長針の方が速いという意見だ。児
童のなかにある速さの比べ方を豆ひろいゲームを通して、改めて何を揃えて比べてい
るのか考えることができた。
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３ 　ワークショップの実施
（ １ ）ワークショップの実施
　体験的活動を通して数学的な見方・考え方を高める授業とはどういうものか、筆者
の豆ひろいゲームの実践を通して協議、検討する機会を設定した。
［ワークショップ「数学的な見方・考え方を働かす算数授業とは」］
　日時　　：２0１8年 7 月２２日（日）１0：00～１２：00　創価大学教職大学院連絡会内
　場所　　：創価大学Ｂ棟40２教室
　参加者　：創価大学教職大学院の院生、修了生、教員
（ ２ ）ワークショップ参加者の意見
　ワークショップでは、参加者を 2 人 1 組のグループとして、筆者の実践と同じ流れ
で実際に豆ひろいゲームを体験してもらった。日常にある速さの比べ方では、以下の
ような意見が出された。
　上記のうち、時間で揃えて速さを比べているのは動物の走る速さのみである。例え
ばチータは瞬間最高速度が時速80－120ｋｍである。動物の走る速さがどれ位速いか
比べたいとき私たちは時速で表して自動車の時速や歩く速度と比べて「速い」と感じ
ているのだと分かる。
図 １ 　ワークショップの様子 豆ひろいを体験する
・動物の走る速さ
・着替える速さ
・東京－大阪間で、どの乗り物を使うかで速さが違う
・百マス計算
・印刷機
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　着替える速さは、着替える服を作業量として固定した速さである。確かに着替える
のがものすごく速い児童はどのクラスにもいるものである。児童が普段目にしている
速さのよき事例である。
　東京─大阪間で距離を固定し、乗り物を変えることでかかる時間から速さを比べる
考え方は、生活の中でよく出てくる。歩いた場合は1４日くらい。新幹線だと 2 時間３0
分くらい。リニアモーターカーだと 1 時間くらい。リニアモーターカーがどれだけ速
いかよくわかる。
　百マス計算プリントは解き終わるまでの時間で見ると、作業量を揃えた速さであ
る。先程の事例の、漢字50問テストの 5 分経過時点で何問解けたかとは違った見方で
あることに気づかれたであろうか。同じテストであっても、見方を変えれば速さの比
べ方は変わってくる好例である。同様の例が、印刷機である。同じ枚数であればかかっ
た時間が短い印刷機の方が速いとなる。また同じ時間で何枚印刷できるかでも速さを
決めることができる。筆者の実践では、この同じ事例で両方の見方ができるという話
題は出なかった。ワークショップを通じて、速さの見方・考え方を更に深めることが
できた。
４ 　終わりに
　ワークショップでは、豆ひろいゲームに取り組む参加者の表情が生き生きとしてお
り、筆者のクラスの児童と全く同じで驚いた。考えてみると、ものごとの効率化が叫
ばれる昨今、速さで競う事例は私たちの日常に溢れていることに気づく。速さに代表
される異種の二量を、単に学習対象として捉えるのではなく、日常にある様々な例と
結びつけながら理解していくことで、児童の数学的な見方・考え方を豊かな深いもの
にしていくことが重要だと、改めて認識することができた。今後は本実践のように、
体験活動から気づいたことをまとめ、その気づきをもとに日常を捉え直す活動の有効
性を更に実践研究を通して明らかにしていきたい。
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